
１ 地域福祉推進事業 

推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（１） 

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推
進 

ア）阿蘇市やまびこネット 

ワーク活動推進事業 

誰もが安心して、安全で

快適に暮らせるよう、何ら

かの支援が必要な方々に対

して、近隣の住民が声かけ

や見守りなどの活動を展開

する「阿蘇市やまびこネッ

トワーク活動」事業を、関

係機関や各種団体と連携を

深めながら、なお一層の推

進を図りました。 

１ 阿蘇市やまびこネットワーク関係機関連携会議の開催 

（１）日 時 ７月２７日（木） 

（２）構 成 公共機関、推進団体の代表者など１５団体出席 

（３）内 容 

   ア やまびこネットワーク活動推進事業について 

   イ 令和４年度の活動報告、意見交換 

２ 地区ネットワーク連絡会への活動支援 

（１）時 期 ６月１３日～２月７日 

（２）箇所数 １０７地区（区長又は民生委員聞き取り ９地区） 

（３）内 容 

コロナ禍でも持続できる様々な活動工夫により、コミュニティ 

内の孤立を防ぎ、要援護者等の安否確認を行うことで、住民同士の 

繋がりと支え合う地域づくりをサポートした。 

ア 住民全体への活動周知と、持続可能な地域支え合い活動の担 

い手の育成 

イ お知らせ端末等ＩＣＴを利用した双方向による通話の確保に 

ついて、安否確認の手段検討 

ウ 連絡会での要援護者、地域課題及び社会資源等の情報更新 

エ 住民主体による在宅生活支援サービス（買い物、ゴミ出し等） 

システムの普及について、生活支援コーディネーターと連携 

オ やまびこネットワーク活動助成金１０４件（１０７地区）交付 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  ３ 職員研修会 

（１）日 時 ５月１８日（木） 

（２）対 象 社協職員全体 

（３）内 容 やまびこネットワーク事業説明 

４ 新任区長研修会の開催 

（１）日 時 ５月１２日（金） 

（２）対 象 新任区長３０名出席（３９名中） 

（３）内 容 社協及びやまびこネットワークの活動全般について 

５ 各種団体等への社協事業説明 

（１）日 時 ６月１２日（月） 

対 象 内牧１区青年頭会議、区長および青年頭９名 

内 容 やまびこネットワーク活動について 

（２）日 時 ７月１２日（水） 

対 象 阿蘇市民生委員・児童委員協議会 阿蘇地区高齢者部会 

計１７名 

内 容 やまびこネットワーク説明及び見守り活動における意見 

交換 

（３）日 時 ７月２０日（木） 

   対 象 黒川区長会 １５名 

   内 容 社協事業説明、見守り活動における注意事項及び社協会費の

使い道について 

（４）日 時 ９月２７日（水） 

   対 象 山鹿市山鹿校区社協 区長等役員２０名 

   内 容 やまびこネットワーク活動について 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  （５）日 時 １０月２５日（水） 

   対 象 竹田市玉来地区社会福祉協議会 １５名 

   内 容 阿蘇市やまびこネットワークについて、質疑応答 

（６）日 時 １１月９日（木） 

   対 象 竹田市豊岡地区社会福祉協議会 １２名 

   内 容 阿蘇市やまびこネットワークについて、質疑応答 

６ エリア別研修会の開催 

（１）新任福祉協力員研修会 

ア 時 期 未実施 

※福祉協力員の手引きの配布及び地区連絡会での説明 

をもって、研修会に代わるものとした。 

（２）テーマ別研修会（地区代表者研修会へ変更） 

ア 日 時 １月１９日（金） 

イ 対 象 区長、民生委員・児童委員、福祉協力員 

代表１３２名参加 

ウ 内 容 講話「ささえあい推進活動について」 

講師 荒尾市社協 野尻大輔氏 

７ 相談受付 

（１）件 数 １８件 

（２）内 容 ひきこもり、見守り、認知症、緊急搬送後の行方 

生活困窮等 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（２） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 

イ）ボランティアセンター 

事業 

阿蘇市内のボランティア

の普及と活動推進を図り、

福祉ニーズに対応できる活

動の養成や活躍の場を提供

しました。 

１ ボランティア活動の啓発推進（登録、斡旋） 

（１）時 期 通年 

（２）内 容 

ア 個人、団体、企業等のボランティアセンターへの登録、募集 

  １４１名、２０団体（ボランティア連絡協議会員含む） 

イ 登録ボランティアの紹介、斡旋、情報提供 

ウ ボランティアセンター登録者の登録内容等の更新 

２ ボランティア活動保険の加入事務 

   活動保険３８件、行事保険７件、福祉サービス補償４件 

３ ボランティア活動の啓発 

幅広い世代に興味関心を伝える為、広報誌やホームページ等を活用 

し、講座等の開催や活動内容を紹介し普及啓発を行った。 

４ 阿蘇市ボランティア連絡協議会の活動支援 

（１）ボランティアふれあいまつり等のイベントへの協力 

ア 日 時 ２月１８日（日） 

イ 内 容 防災について講話、中学生による福祉教育発表、 

      体験コーナー等 

ウ 参加者 阿蘇市民（スタッフ含む） 計１２２名 

（２）役員会等の事務局運営 

役員会７回、総会（５月１９日）  

５ 阿蘇中央高等学校社会福祉科と協働した事業の実践 

（１）小中学校の福祉教育に於ける高校生の指導的な役割 

ア 場 所 各学校体育館、阿蘇中央高等学校清峰校舎 

イ 協 力 １、２年生 ２２名 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  

 

 

 

 

 

 

大規模災害に備え速やか

なボランティアセンター設

置ができるよう関係機関と

連携し、機能充実を図りま

した。 

 

６ ボランティアに関する講座及び研修 

（１）養成講座 

ア 時 期 未実施 

７ 各種研修会への参加 

（１）ボランティア推進活動者研修会（県社協主催） 

ア 日 時 ６月２０日（火） 

イ 場 所 くまもと新都心プラザにて 

１ 災害ボランティアセンター設置訓練 

（１）日 時 ６月１８日（日）終日 

（２）内 容 災害ボランティアセンター設置の経験を積んだ職員の講話 

や模擬演習を行い、発災時に迅速に対応できる職員の育成を 

目的とした訓練を行った。 

（３）参加者 社協職員４８名、外部関係者６名 計５４名 

（４）連 携 阿蘇市地域婦人会、阿蘇青年会議所、阿蘇ＹＭＣＡ、 

阿蘇市ボランティア連絡協議会、阿蘇市役所 

２ 災害ボランティアセンター運営に関する検討会議 

（１）内 容 災害ボランティアセンター設置訓練後のアンケートを基に、

実際の設置及び運営における業務をより効率的かつ効果的

に遂行するため、内部検討を行った。 

３ 災害ボランティアセンターマネジメント研修会（県社協主催） 

（１）日 時 ２月１日（木）～２日（金） 

（２）内 容 災害ボランティアセンターのあり方、運営マネジメントに 

ついて 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

 福祉教育の推進に向け、

市内の小中学校と連携し、

体験や講話などプログラム

を通して、子供たちの心を

育む機会づくりを行いまし

た。 

１ 学校訪問での説明及び学校の実施計画の依頼 

（１）時 期 ５月１５～３０日 

（２）対 象 阿蘇市内すべての小中学校及び高校 

（３）内 容 

福祉教育の実施に向け、市内８小中学校１高等学校の担当教員へ 

主旨説明に伺い、年間授業計画を基に協議し実施した。 

２ 市内学校での福祉教育に関する授業支援 

（１）日 程 

・阿蘇小学校４年生３２名（７月１８日）  

・一の宮中学校３年生７７名（９月７日、８日） 

・阿蘇中学校３年生１０８名（９月１５日、１９日） 

・波野中学校１年生１１名（９月２２日、２５日、１０月１７日） 

・阿蘇西小学校５年生２０名、６年生３１名（２月９日） 

・一の宮小学校６年生８２名（２月２８日） 

（２）内 容 ゲストティーチャー等による講話、高齢者・障がい者・妊婦 

等体験、認知症サポーター養成講座 

３ 各学校で活動しているボランティア活動の把握 

４ 福祉教育推進研究会議（県社協主催）への参加 

ア 日 時 ３月１５日（金） 

イ 内 容 福祉教育の推進について 

５ ミナサポ（皆でサポート）ボランティアの後進育成 

ア 日 時 ２月１９日（月） 

イ 内 容 高齢者や障害者についての講話 

福祉用具の正しい使用方法と疑似体験サポート方法 

（講師：阿蘇中央高校福祉科生徒１０名） 

ウ 参加者 ９名 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（３） 

生
活
支
援
事
業
の
推
進 

ウ）ＡＳＯ出会い応援団事 

業 

少子化の主な要因である

非婚化、晩婚化に対応する

ため、行政、関係機関や各

種団体、地域住民と協働で

出会いの場づくりを支援し

ました。 

１ 実行委員会ＣＬＯＶＥＲ及び関係機関との企画会議の開催 

（１）構 成 

・実行員会ＣＬＯＶＥＲ・ＪＡ阿蘇青壮年部・阿蘇青年会議所 

・阿蘇市社会福祉協議会 

（２）回 数 ８回 

（３）内 容 交流会や研修の企画等 

２ 交流事業 

（１）第３０回交流会「スポーツ恋活」 

ア 日 時 １０月２２日（日） 

イ 会 場 旧山田小学校 

ウ 参 加 男性１９名、女性２５名 ※カップル成立５組 

エ 内 容 ミニ運動会、バーベキュー、交流会 

（２）第３１回交流会「恋活バスツアーｉｎ ＡＳＯ」 

ア 日 時 ３月１６日（土） 

イ 会 場 阿蘇保健福祉センター 

ウ 参 加 男性１０名、女性８名 ※カップル成立５組 

エ 内 容 阿蘇山と阿蘇神社、門前町界隈散策 

３ 運営スタッフの支援力の強化 

（１）スタッフ研修会 

ア 日 時 ７月１８日（火） 

イ 会 場 阿蘇保健福祉センター 

ウ 参 加 実行委員会ＣＬＯＶＥＲ７名、社協２名 

エ 内 容 婚活事業実施会社「プール・ラ・ヴィ」へ講師を依頼 

      イベントの作り方や、ノウハウを学んだ。 

（２）スタッフ募集（随時） 令和５年度スタッフ加入１名 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  ４ 周知活動 

（１）社協だより、広報あそ、お知らせ端末等でＰＲ 

（２）阿蘇市内店舗や企業等にてイベントチラシの掲示 ８０か所 

（３）阿蘇市社協ＨＰ、他団体ＨＰにて県外へのＰＲ 

（４）ＳＮＳでのＰＲ 

（社協Ｆａｃｅｂｏｏｋ、実行委員会Ｉｎｓｔａｇｒａｍ） 

５ 行政及び阿蘇ブロック社協、各種団体（ＪＡ阿蘇青壮年部、阿蘇青年 

会議所）等との連携を図りました。 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

エ）フードバンク事業 阿蘇市生活相談センター

を始めとする関係機関と連

携しながら、窮迫した生活

困窮者に対して、一時的な

食糧支援を行っています。

また、利用可能な制度に繋

げるため、総合的相談に取

組みました。 

 

１ 生活困窮者への食糧支援 

（１）内  容 生活困窮者世帯へ原則３日間の食糧品提供 

（２）食料寄贈 ３件 

（３）相談件数 ２８件 

（４）提供件数 ２８件（高齢独居１８件） 

（５）購入支出 １７件（食品代２６，７５２円） 

２ 企業等から食糧受入れ及び保管 

（１）実  績 阿蘇市役所、JA阿蘇女性部（一の宮支部・阿蘇町支部） 

３ 食糧の購入提供（補助金等の活用） 

（１）赤い羽根共同募金配分金助成事業 １５万円（玄米保冷庫購入） 

（２）熊本県生活困窮者助成事業 １０万円（長期保存食購入） 

（３）生活困窮者の緊急支援活動助成事業 ３０万（食糧品、日用品購入） 

４ 市生活相談センター、地域包括支援センター等関係機関との連携や情報 

交換を図りその後のフォローに繋げた。                    

５ 市内社会福祉法人との情報共有 

未実施 ※コロナ感染防止 

６ 生活にお困りの方への食品・日用品の無料配布会  

（１）時 期 ２月２２日、２月２３日  

（２）内 容 食品・日用品の配布、相談会 

（３）配 布 ９０件 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（４） 

広
報
活
動
の
充
実 

オ）広報活動 本会の活動内容の紹介を

通じ、身近な最新の福祉情

報の提供に努め、多くの

方々の役に立つような情報

発信を行いました。 

１ 広報誌「阿蘇市社協だより」の発行 

（１）回 数 年６回（奇数月） 

（２）部 数 各回９，８００部 

（３）配付先 市内全世帯（配付は、区長に依頼）のほか、企業及び学校、

関係機関等 

（４）内 容 幅広い世代に読みやすい記事づくりを心掛けた。 

２ ホームページの管理、運営（更新含む） 

（１）事業紹介等、新しい情報へ適宜更新 

（２）フェイスブックによる多面的な活用による啓発 

（３）管理機能による閲覧者分析で、傾向や質向上を図る 

（４）阿蘇ブロック社協主催の研修会への参加 未開催 

３ 広報会議 

（１）回 数 １２回 

（２）内 容 広報誌及びホームページに関する全般的協議を行った。 

４ やまびこくん（阿蘇郡市社協マスコットキャラクター）の活用 

（１）やまびこネットワーク活動の周知 

地区へ出向き、広報誌掲載依頼や取材を行い、活動周知に繋げた。 

（２）学校や企業等幅広く社協活動をＰＲ 

福祉教育や学童交流会等へ出向き、ＰＲを行った。 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（５） 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業 

カ）地域福祉権利擁護事業 

（県社協受託事業） 

県社協地域福祉権利擁護

センターと連携しながら、

認知症高齢者や知的障がい

者、精神障がい者など判断

能力が十分でない人に対し

て、福祉サービス利用の援

助や日常的な金銭管理など

の援助を行い、在宅で自立

した生活が送れるよう支援

しました。 

１ 対象者 

在宅の日常生活において、医療費や生活費、福祉サービス等の利用 

が本人ひとりの管理では困難な方 

２ サービス内容  

福祉サービスの利用援助、日常的金銭管理、書類等預かり 

３ 支援体制 

   生活支援員を配置し、担当制により定期的な訪問支援を行った。 

４ 利用状況 

（１）契 約 者 ２６名 

   ※利用者内訳 認知症６名、知的１４名、精神６名 

（２）生活支援員 １３名（うち社協職員９名） 

（３）支 援 回 数 ４３１回（前年度比１４回減） 

（４）相 談 件 数 １３８２件（前年度比５７３回増） 

５ 研修会の参加及び開催 

（１）担当職員研修会（１月） 県社協主催 

６ 成年後見制度利用促進に係る体制整備 

   阿蘇市役所ほけん課でセンターを開設（Ｒ６年１月） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（６） 

福
祉
資
金
貸
付
事
業 

キ）生活福祉資金貸付事業 

（県社協一部受託事業） 

世帯の経済的な自立や生

活意欲の向上、社会参加の

促進などを目的に県社協が

実施する福祉資金の貸付事

業の窓口となり、低所得者・

障がい者・離職者・高齢者

等の世帯の生活安定の助長

を図りました。 

１ 業務内容 

（１）福祉資金の受付や申請等に係る事務（窓口業務） 

（２）貸付けに係る各種調査の実施や書類の作成 

（３）担当民生委員及び同協議会連合会と連携した償還指導や援助活動の 

実施 

２ 実績 

（１）相談件数 ２１件 

（２）申請件数 １件 

（３）償還完了 ３件 

３ 現在の貸付状況 

（１）貸付継続件数 ３１件 

（２）貸付合計金額 ２５，７８７，７５０円 

（３）正味償還残高 １９，８０５，６９４円 

（前年比５２１，１７６円増） 

４ 平成２８年度熊本地震特例貸付関係（県社協直轄）  

（１）緊急小口資金 償還残９７件（１５，３４９，１２６円） 

（２）災害援護費・住宅補償費 償還残２件（５８５，４５５円） 

５ 新型コロナウイルスの影響による特例貸付（県社協直轄）  

（１）緊急小口資金 償還残１２４件（２２，２７５，３５０円） 

（２）総合資金等 償還残１２８件（７０，９３５，０００円） 

（３）償還猶予満了者へ世帯状況確認シートを送付 

６ 償還指導 

（１）対 応 電話指導、担当民生委員へ情報提供 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（７） 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業 

ク）放課後児童クラブ運営 

事業 

（市受託事業） 

保護者が昼間就労等によ

り家にいない児童に対し、

授業の終了後、家庭に代わ

る生活の場を提供し、適切

な遊びや学習等の生活指導

を行うことにより、児童の

健全な育成を図るととも

に、保護者の仕事と子育て

の両立を支援しました。 

１ 受託クラブ名                                                          

（１）阿蘇西アイガモ学童クラブ 登録者４８名（定員６０名） 

（２）内牧スマイルキッズクラブ 登録者７１名（定員６０名） 

２ 児童支援員（補助員）の配置 

（１）阿蘇西アイガモ学童クラブ ９名 

（２）内牧スマイルキッズクラブ １１名 

３ 年間開所日数、延べ利用者数                                                                                                                         

（１）阿蘇西アイガモ学童クラブ 開所２５０日、延べ５，５３１名 

（２）内牧スマイルキッズクラブ 開所２７９日、延べ７，９２９名 

４ 合同会議・研修 

（１）主任会議 ４回（４月、７月、９月、１月） 

（２）学童支援員研修会（５クラブ合同）  

ア 開 催 ３回（６月、９月、１１月） 

イ 内 容 子どもとの接し方等（講話、グループワーク） 

（３）担当者会議 ３回（市福祉課主催） ７月、１０月、３月 

   ア 参 加 社協、まどか会、やまなみ会、波野親の会 

５ 学童だよりの発行 １２回 

６ 行事活動  

（１）夏休み学びプロジェクト ３回（阿蘇テレワークセンターと合同） 

（２）夏休み交流会 ８月９日（水）※台風の影響で中止 

（３）地域交流 １２月２２日（金）※デイセンターごがく・なみのを訪問 

７ 環境整備 

   阿蘇西アイガモ学童クラブ教室の屋外用の防犯灯設置 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（８） 

子
育
て
援
助
支
援
活
動
事
業 

ケ）ファミリーサポートセ 

ンター運営事業 

（市受託事業） 

乳幼児から小学生までを

対象に、子育て中の保護者

に代わって、送迎や預かり

などを一時的に行う会員制

のサポート活動で、依頼会

員と協力会員のコーディネ

ートを行い、子育て家庭を

支援しました。 

１ 会員登録数 １４３名 

ア 内 訳 依頼会員７９名、協力会員５１名、両方会員１３名 

         ※新規入会者９名、退会者６名 

２ 利用実績 

   利用子ども人数延べ１５６名 活動件数延べ１５６件 

３ 運営活動 

（１）協力会員養成講座・救急講習会 

ア 日 時 ６月２８日（水） 

イ 場 所 阿蘇保健福祉センター 

ウ 参 加 ８名 

（２）会員交流会  

ア 日 時 １２月２日（土） 

イ 内 容 クリスマス交流会、人形劇 

ウ 参加者 大人１７名、子供２９名 

（３）フォローアップ講座『事故による子どもの傷害』 

ア 日 時 ３月８日（金） 

イ 内 容 傷害についての講話、講師と会員の交流 

ウ 参加者 ５名 

（４）ファミサポ通信の発行 ６回 

（５）活動備品（チャイルドシート・ベビーベッド・遊具）の貸出 ２件 

（６）利用料助成支援（自主財源） 

    基本料金に対する半額助成 ４件（助成額５，５５０円） 

４ 会員増強の目標値 

   協力会員登録者６０名目標に対し、５１名（８５％達成） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（９） 

各
種
団
体
の
事
務
支
援 

コ）日本赤十字社熊本県支 

部阿蘇市地区の事務局運

営 

赤十字活動に賛同し、会

員増強や会費募集運動を展

開するため、日本赤十字社

阿蘇市地区の事務局を担い

ました。 

１ 日本赤十字社の会費増強運動の支援 

２ 日本赤十字社の会費募集の協力 

（１）会費の種類 

   ア 一般会員（５００円以上２，０００円未満） 

   イ 特別会員（２，０００円以上） 

   ウ 法人会員（２，０００円以上） 

（２）会費活動 

   ア ５月の赤十字運動月間を中心に募集 

イ 会費総額 ３，８９２，２１３円（前年度比７８１，９０３円増） 

３ 日本赤十字活動の支援 

（１）災害時における救援物資配布 実績なし 

（２）災害炊き出し訓練等の支援 ６月１８日（日）実施 

（３）救急法等講習会の開催  

ア 時 期 ９月９日、１０日、１６日の３日間 

イ 参 加 修了者 １７名 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

サ）熊本県共同募金会阿蘇 

市共同募金委員会の事務

局運営 

熊本県共同募金会阿蘇市

共同募金委員会の事務局を

担いました。 

 

１ 赤い羽根共同募金運動 

（１）時 期 １０月１日～１２月３１日 

（２）範 囲 戸別、職域、法人、学校、街頭募金 

（３）活 動 出発式、街頭募金活動 

ア 第１回街頭募金出発式・活動（１０月１日）１３団体９会場 

イ 第２回街頭募金活動（１２月３日）１３団体９会場 

（１）募金実績額 ４，３０５，２２６円（前年度比６２，１２９円増） 

（２）配分金助成 ２，９５２，８８６円（９学校・３保育園・１３団体）                              

２ 阿蘇市共同募金委員会運営委員会 

（１）第１回運営委員会 

ア 日 時 ５月１５日（月） 

   イ 参 加 運営委員１３名 

（２）審査委員会 

ア 日 時 ３月２１日（木） 

イ 参 加 審査委員４名 

３ 啓発活動 

（１）社協だよりやホームページにより、配分団体等の活動に併せた啓発活 

動を実施した。 

４ 災害見舞金の配付 実績なし 

 

シ）当事者団体、地域団体 

の事務支援 

障がい者の当事者団体や

福祉活動を積極的に展開し

ている老人クラブの活動支

援の一環として事務局運営

を支援しました。 

 

１ 阿蘇市老人クラブ連合会の事務支援 

   市連合会、阿蘇支部、一の宮支部、波野支部の事務支援 

２ 阿蘇市身体障害者福祉協会の事務支援 

 



２ 地域包括支援センター事業 

推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（10） 

高
齢
者
の
総
合
相
談
の
充
実
と
地
域
支
援
事
業
の
推
進 

ス）包括的支援事業 

（地域包括支援センター

の運営） 

地域住民の様々な悩みや

困りごとに対し、必要な介

護サービスの利用や権利擁

護事業に繋げることによ

り、保健医療の向上及び福

祉の増進等の包括的な支援

を行いました。 

１ 総合相談支援事業 

相談者の状況を把握し、適切なサービスや関係機関及び制度の利 

用に繋げる等の総合的な支援を行った。 

（１）総合相談支援 相談件数 延べ ２，７１８件 

ア 介護支援専門員の日常業務に関する個別指導 １６件 

イ 支援困難事例への相談、指導 １４件 

ウ 介護や介護保険等福祉に関する相談 ６３４件 

エ 健康や病気に関する相談 １，６７６件 

オ 高齢者虐待に関する相談 ８件  

カ 権利擁護・成年後見に関する相談 １６件 

キ 認知症に関する相談 ２７１件 

ク その他の相談 ８３件 

（２）夜間・休日等２４時間相談対応（携帯電話活用）  

   ア 相談等着信件数 １４４件 

イ 関係者への発信件数 ３８件 

２ 権利擁護業務 

様々な理由により適切な介護サービスの利用に繋がらない高齢者の 

権利擁護のため、権利侵害の予防や対応を関係機関と連携を行った。 

（１）成年後見制度の活用促進 市長申立て申請 １件  

（２）高齢者虐待相談への対応 ８件  

（３）消費者被害の防止等相談対応 ０件 

（４）成年後見制度研修会への参加 １回  

３ 包括的、継続的ケアマネジメント支援業務 

介護支援専門員等へ利用者に対するサポート支援を行った。 

（１）個別指導及び支援困難事例への相談対応 ３０件 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

セ）包括的支援事業 

（社会保障充実分） 

地域課題を様々な観点か

ら抽出し、その解決に向け

た取り組みを行うととも

に、認知症疾患者及びその

家族に対する支援を行いま

した。 

１ 生活支援体制整備事業 

地域包括ケアの一部として買物、ゴミ出しなどの高齢者の日常生活を 

支えていく互助・共助による生活支援サービスの整備を図った。 

（１）相談件数 １０８件 

ア 内 訳 ゴミ出し３件、買物１０件、移動９件、サロン５件 

その他３０件、かせし隊４２件、ガイドブック９件 

（２）有償ボランティアかせし隊の実施  

   ア 目 標 協力会員 ６０名 依頼会員 ６０名  

   イ 実 績 協力会員 ６７名 依頼会員 ７７名 

   ウ 活 動 延べ６５６回（ゴミ出し４３５、掃除１４４、水やり５ 

話し相手１２、買物支援５２、その他８） 

（３）生活支援ガイドブックの更新 

地域のインフォーマルサービスの把握と情報発信 

（最新Ｒ６年３月改訂 第２６版 社協ＨＰ掲載中） 

ア 配布先 区長、民生委員、福祉協力員、居宅等 ７９２冊 

（４）高齢者の移動問題への取組み 

ア 時 期 ５月１３日、１０月１４日 

「交通安全体験フェア」協賛 約５０名参加 

高齢者の免許返納等の問題に対して、サポカーやシニアカーの体 

験、認知機能・身体機能の測定、もの忘れなどの相談、コーナーを

設けて、主催者（警察署、交通安全協会）等と協働で開催した。 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  （５）その他 

へき地４地区（深葉、茗ヶ原、荻の草、舞谷）の生活実態調査対象 

世帯全３４世帯中３２世帯アンケート回収率９４％ 

地理的な理由で各種生活支援サービスが届かないことや、日常的な 

買い物や移動手段などの困り事を把握し、タクシー券支給額の増額を 

行った。（月４，０００円） 

（６）協議体の開催 

第１層（阿蘇市全域）市主催 ４回 

第２層（生活圏域） 協議体の開催 未開催 

第３層（行政区単位）やまびこネットワークとの連携 

２ 認知症総合支援事業 

認知症の方やその家族に効果的な支援が行われるよう、関係者とネッ 

トワークを形成し認知症ケアの向上を図った。 

（１）認知症に係る相談対応 ２７１件 

（２）認知症初期集中支援チーム員会議 ２回 ※伴走型支援会議 

（３）関係機関とのネットワーク体制の構築 

ア 認知症疾患医療センターとの連携会議 ２回 

イ 医療機関、関係機関への連携及び協力依頼 ４か所 

ウ 家族の会の設置に向けた検討会 未開催 

（４）認知症カフェの開催 ２か所 延べ２４回 延べ参加者２３１名 

（５）阿蘇市あんしんネットワーク事業 申請１０名 

３ 地域ケア会議  

（１）自立支援型の地域ケア会議 ２回 

（２）地域づくりや資源開発に関する検討会議 未開催 

（３）地域ケア推進会議への参加 １回 

（４）その他 地域ケア会議に関する会議 ２回 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

ソ）その他の事業 住民主体の多様なサービ

スの充実により、介護予防

や生活支援の自主的な活動

を目指す都ともに、地域住

民の心身の健康維持や生活

の安定や質の向上のため、

要介護、要支援状態の対象

者及び家族に対し、介護保

険に伴う任意事業及び市単

独事業を提供しました。 

１ 総合事業 

（１）介護予防・生活支援サービス事業 

心身機能の低下により介護保険サービス等の支援が必要な高齢者

に対し、機能回復や日常生活訓練ができるよう、訪問型及び通所型介

護予防の場を提供した。 

ア 第１号訪問事業・第１号通所事業 

（訪問型サービス事業）（通所型サービス事業） 

ａ 訪問型サービスＡ①、Ａ② 

  ・申 請 者 Ａ① １３名 Ａ② １６名 

  ・利用者数 Ａ① １９名 Ａ② ２６名 

ｂ 訪問型サービスＤ ほけん課と検討中 

ｃ 通所型サービスＣを市内（阿蘇ふれあい）市外（株式会社コ 

クア）（実施会場２か所）に委託 

申請者６１名 開催数１８３回 参加延べ人数７９６名 

令和５年３月～令和６年３月までの修了者２１名 

（事業対象３５名、要支援者１８名）のうちセルフケア 

への移行者２１名、Ａ事業移行者１５名、中止４名、 

介護申請者５名（要介護者３名、要支援者２名） 

デイケア（短リハ）移行した方４名 

ｄ 通所型サービスＡのうち波野元気クラブ・一の宮元気クラブ 

をくまもと健康支援研究所に委託 他１か所は市直営 

Ａ事業の申請者は２５名、うち波野元気クラブ参加者は 

実人数１４名、開催数４７回、延べ人数４３９名 

一の宮元気クラブは４月から開始、実人数７名、 

開催数４６回、延べ人数１５８名 

ｅ 通所型サービスＢ 必要性も含めほけん課と検討中 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  イ 第１号介護予防支援事業（介護予防ケアマネジメント） 

総合事業利用者を把握し、アセスメント、目標設定、ケア 

プランの作成、モニタリング、評価等、介護予防に係るケア 

マネジメント業務を行った。 

・ケアプラン作成 作成数 ５９件 延べ２８８件 

（２）一般介護予防事業 

６５歳以上の方を対象に、介護予防の普及啓発、住民主体の介護予

防の支援及びフレイル高齢者を早期に把握し、必要な介護予防事業へ

繋げた。 

ア 介護予防把握事業 

要介護認定申請や総合事業の相談を受けチェックリストによ 

り利用判断を行う。 

また、市が行う高齢者の保健事業と介護予防の一体化事業で把 

握されたフレイル対象者の情報を共有し、必要者への対応を行っ 

た。 

・訪問依頼 １２件  

イ 介護予防普及啓発事業 

いきいき教室を通じて介護予防についての情報を提供し、住民 

の予防意識の向上を図った。 

・開催件数 ６０回 延べ参加者 ６８５名 

ウ 地域介護予防活動支援 

ａ 介護予防サポーターの養成講座 

・養成目標 初級～上級 ２５名 

・フォローアップ研修 計５回 延べ１３２名 

・養成講座（初・中・上級）１１回 延べ６３名 

・登録サポーター数（初級３名・中級８名・上級３名） 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  ｂ ふれあいサロン活動助成 

・サロン申請数 ８１か所（前年度比８か所減少） 

・開催数 ３，２８１回 延べ４２，７２０名に対し活動費を 

助成 

・助成金額５，３７０，５００円 

ｃ 定期訪問活動の支援 

・活動実績地区 ２２地区 訪問件数９，４２７回に対し活動 

費を助成  

・助成金額 ９４２，７００円 

ｄ シニアサロンの開催 

ふれあいサロン未実施の地区にお住まいの高齢者を主に対 

象とした通いの場、温泉センターのバス送迎を活用実施 

・毎週水曜日 １１時～１２時 参加無料 

・会場 一の宮高齢者センター ４６回 

延べ ４００名／実人数 １５２名 

ｅ 中高老年期運動指導士のサロン活動支援 ８件 

ｆ 生きがいと健康づくり事業（３講座・１０教室） 

・延べ開催数 １９６回 

・延べ参加者数 １，８６９名 

エ 地域リハビリテーション活動支援 

介護事業所における介護予防の取組みについて、客観的な評価 

を行うとともに、通所型サービスの評価基準について検討 

・事業所等関係者意見交換会 １回 

介護用品の支給に係る事業（介護用品支給事業） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  ２ 任意事業 

（１）家族介護支援事業 

ア 家族介護継続支援事業（紙おむつ等の現物支給） 

・配付件数 ７９世帯／月平均（５，０００円以内／月） 

（２）その他の事業 

ア 福祉用具・住宅改修支援事業 

福祉用具の購入及び住宅改修に係る相談及び、介護保険サービ 

スの利用に必要な理由書を作成 

・作成件数 住宅改修 １４件 福祉用具購入 ９件 

   イ 認知症サポーター等養成事業 

ａ 認知症サポーター養成講座１０ケ所 延べ４０３名受講 

ｂ 認知症サポータースキルアップ講座 未実施 

ウ 地域自立生活支援事業 

ａ 地域資源を活用したネットワーク形成に資する事業 

（食の自立支援事業） 

週３回（月・水・金の夕食）栄養価のある食事（弁当の宅配） 

提供及び安否確認を行った。 

・利用者数５９名／月平均 延べ配食 ７，８０３食 

（内特別食１，１７９食） 

ｂ 家庭内の事故等への対応の体制整備に資する事業 

（旧高齢者安心ネットワーク体制整備事業） 

一人暮らしの高齢者等の世帯で緊急通報装置を必要とする 

方に対し通信機器を貸与し緊急時の対応を行った。 

・利用者数 ８３名 （３月現在） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

タ）高齢者福祉事業 

（市単独事業） 

高齢者世帯等が、住み慣

れた地域において、安心し

て自立した生活ができるよ

うに、介護保険サービス以

外の生活支援事業を提供し

ました。 

 

（１）老人日常生活用具給付事業 ※令和６年度廃止 

電磁調理器 ３件 

火災警報器 ０件 

電子レンジの現物支給 ２件 

（２）おでかけサービス事業 

公共の交通機関の利用が困難な対象者に対し、タクシー券の交付 

（５００円×４枚／月）（年２回 ９月 ３月配付） 

・利用者数 ２５５名、延べ利用枚数８，１６７枚 

（３）家族介護慰労事業（旧家族介護支援事業） 

住民税非課税世帯の介護者の経済的支援を目的として、 

３，０００円／月の慰労金を支給 

（年４回、７月１０月１月４月支給） 利用者数 ４２名 

（４）心配ごと総合相談事業（旧高齢者地域支援体制整備事業） 

日常生活での悩みや不安の解消を目的に、弁護士等専門分野の相談

員を配置して総合的な心配ごと相談を実施 

ア 一般相談 開催数 ２４回 相談者数 ５名 

法律相談 弁護士相談  開催数１２回 相談者数６２名 

司法書士等相談 開催数６回 相談者数２４名 

（５）施設入所者在宅復帰支援事業  ※令和６年度廃止 

施設入所者を対象に、自宅での生活復帰が可能かを判断するため、

一時的な介護サービスの利用料を助成 

※利用実績なし  

 

 

 



 

 

 

推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  （６）高齢者等買物支援事業 

高齢者の食材の購入等の支援と見守り機能の充実を図る、移動販 

売実施事業者及び関係機関との意見交換、必要な運行支援行った。 

ア 利用者数 延べ ５，６５４人 

イ 委  託 山本商店（西小倉）、村上商店（永草） 

ウ 内  容 助成金の交付（２社合計 年間 ３６０，０００円） 

（７）高齢者等緊急一時保護事業 

高齢者の虐待通報等の事実確認等により高齢者の生命及び身体の 

安全を確保する必要がある場合、市及び介護保険施設等と連携し居室 

の確保が出来るよう調整を進めた。 

 

チ）指定介護予防支援事業 介護保険における要支援

者の介護予防ケアマネジメ

ント業務を行いました。 

１ 予防給付（要支援認定者）に対するケアマネジメント業務 

（１）利用申し込み→契約締結→アセスメント→介護予防サービス案作成 

→サービス担当者会議の開催→給付管理→介護報酬の請求 

（２）居宅介護支援専門員からの相談に対し、経験のある看護師、社会福 

祉士、主任介護支援専門員による初期段階での相談対応 

・相談件数 １６件 

（３）専門的、継続的な支援を実施 

（４）予防支援ケアマンジメント業務 

１９５件／月平均 延べプラン作成数 ２，３４５件 

２ 指定介護予防支援の業務委託（外注約３１件／月） 

指定介護予防事業を指定居宅介護支援事業所へ一部委託 

 



３ 在宅福祉推進事業（在宅介護サービス提供事業） 

推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（１１） 

介
護
保
険
事
業
等
の
高
齢
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

ツ）訪問介護事業 

（ホームヘルプサービス） 

ホームヘルパーが自宅

で、身体介護や生活支援、

通院等乗降介助の介護サー

ビス等を提供しました。  

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

  ・開所日 通年無休営業 

２ 内  容 

要介護判定の利用者宅等で入浴、排泄、食事などの身体介護、調理、 

洗濯、掃除などの家事援助のほか通院等乗降介助を提供した。 

３ 年間実績 

  ・利用回数（月間）７，２６３回 （６０５．２回） 

  ・利用実人数（月平均）５４人 

・実績額（目標比較）２６，５１４，６００円（８０．９７％） 

  
テ）訪問型サービスＡ事業  

（市事業所指定） 

 介護予防・生活支援総合

事業でのホームヘルパーに

よる介護サービス等を提

供、訪問介護事業所職員が

兼務しました。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

  ・開所日 通年無休営業 

２ 内  容  

要支援判定の利用者宅等で、自立支援に繋がる身体介護や生活援助等 

を行った。（１回４５分以内のサービス提供時間） 

３ 年間実績 

  ・利用回数（月間）１，２０９回（１００．７回） 

  ・利用実人数（月平均）１７．４人 

・実績額（目標比較）３，２０３，２８０円（６１．７９％） 

  



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

ト）訪問入浴介護事業 入浴車で自宅を訪問し、

ベッドサイドで入浴サービ

スを提供しました。 

 

１ 事業所名  

阿蘇市社協訪問入浴春りんどう 

  ・開所日 毎週月～土曜日（祝祭日営業） 

２ 内  容  

自宅の浴室では入浴が困難な方に対し、看護師、介護員３名体制で、 

組立式簡易浴槽を使用し、健康管理、入浴サービスを提供した。 

３ 年間実績 

・利用回数（月間）３１７回（２６．４回） 

・利用実人数（月平均）６．３人 

・実績額（目標比較）４，４２６，３１０円（１２３．２２％） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

ナ）通所介護事業 

（デイサービス） 

日帰りで施設に通い、利

用者の心身機能の維持、家

族の身体的、精神的負担の

軽減を目的とした介護サー

ビスを提供しました。 

１ 事業所名 

（１）阿蘇市社協デイセンターごがく 

   ・定   員 ４０名 

   ・開 所 日 毎週月～金曜日（祝祭日営業） ※休業１日 

   ・年 間 実 績 利用回数（月間）４，８９２回（４０７．６回） 

 ・利用実人数（月平均）１９．２人 

 ・実 績 額（目標比較）３８，９２８，６３０円（８１．６％） 

（２）阿蘇市社協デイセンターなみの 

   ・定   員 ３５名 

・開 所 日 毎週月～金曜日（祝祭日営業） ※休業７日 

   ・年 間 実 績 利用回数（月間）３，８０１回（３１６．７回） 

   ・利用実人数（月平均）１５．３人 

   ・実 績 額（目標比較）３０，３２６，４００円（８１．５９％） 

２ 内 容  

生活相談員、看護師、介護職員を配置し、送迎、健康管理、機能訓連 

体操、食事、入浴、創作活動等を提供した。 

３ 地域との関係づくり 

・デイセンターなみの新聞「よかよか」年４回発行 

（６．１０．１．３月） 

・赤仁田地区のサロンへ参加 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

ニ）居宅介護支援事業 

（ケアプラン作成） 

ケアプラン（介護サービ

ス計画）を作成し、介護サ

ービスの提供に繋がるケア

マネジメント支援を行いま

した。 

 

１ 事業所名  

阿蘇市社協春りんどう 

・開所日 毎週月～金曜日 

２ 内  容  

介護支援専門員（ケアマネージャー）が要介護及び要支援判定者 

に対し、適切な介護サービス等の紹介調整、関係機関（主治医等） 

の連携、サービス担当者会議等を実施した。 

３ 年間実績 

・作成数（月間）１，２９１件（１０７．５８件） 

・実績額（目標比較）１９，１２４，２６０円（９６．２８％） 

４ 地域との関係づくり 

・地域の見守り活動を組み込んだ介護サービス計画書の作成 

 

ヌ）食の自立支援事業 

（市受託事業） 

 

見守り支援を兼ね、調理

した宅配弁当を提供しまし

た。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協デイセンターなみの 

・配食日 毎週月、水、金曜の夕食のみ 

２ 内  容  

波野地区で要介護等の独居世帯や夫婦世帯の方に毎週３回、弁当 

形式で普通食やキザミ食、特別食（減塩食等）にも対応した。 

３ 年間実績 

・配食数（月間）１，２１５食（１０１．２食） 

・実績額（目標比較）１，０５３，５５０円（９０．９８％） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（１２） 

障
害
者
総
合
支
援
法
等
の
障
害
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

ネ）障害者居宅介護事業 

（障害者ホームヘルプサ

ービス） 

障がい者に対して、ホー

ムヘルパーが自宅で身体介

護や生活支援の介護サービ

ス等を提供、訪問介護事業

所職員が兼務しました。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

   ・開所日 通年無休営業 

２ 内  容  

障がい者支援区分判定の方に、入浴、排泄、食事などの身体介 

護、調理、洗濯、掃除などの家事援助を提供した。 

３ 年間実績 

・利用回数（月間）４，４１８回（３６８．１回） 

・利用者実人数（月平均）２４．５人 

・実績額（目標比較）２１，７４０，４９０円（１１６．３０％） 

 

ノ）障害者生活介護事業 

（障害者デイサービス） 

障がい者が日帰りで施設

に通い、利用者の心身機能

の維持、家族の身体的、精

神的負担の軽減を目的とし

た介護サービスを提供しま

した。 

１ 事業所名 阿蘇市社協デイセンターごがく 

・開所日 毎週月～金曜日（祝祭日営業） 

２ 内  容 

障がい者支援区分判定の方に、生活相談員、看護師、介護職員を配置 

し、送迎、健康管理、機能訓練体操、食事、入浴、創作活動等を提供し 

た。 

３ 年間実績 

・利用回数（月間）１０２回（８．５回） 利用実人数２人 

・実績額（目標比較）７５８，７９０円（１０８．０９％） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

ハ）障害者同行援護事業 

（視覚障害者外出支援） 

視覚障がい者の外出に同

行して、外出全般のサポー

トサービスを提供しまし

た。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

・開所日 通年無休営業 

２ 内  容 

視覚障がいにより移動が著しく困難な方へ、ガイドヘルパー（移動介 

護従事）が、日常生活を送る上で必要な買い物、通院、交通機関の乗降 

等の外出全般への同行援護を提供した。 

３ 年間実績 

・利用回数（月間）６３７回（５３．１回） 

・利用者実人数（月平均）５．８人 

・実績額（目標比較）４，０４９，３４０円（２２０．７３％） 

 

ヒ）障害者重度訪問介護事

業 

（重度ホームヘルプサー

ビス） 

障がい者に対して、ホー

ムヘルパー（重度訪問介護

従事修了者）が自宅で、身

体介護又は家事援助の全般

的な介護サービスを提供し

ました。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

・開所日 通年無休営業 

２ 内  容 

重度の肢体不自由者または重度の知的障がい、精神障がいにより行動 

上著しい困難を有する方へ、入浴、排泄、食事などの身体介護、調理、 

洗濯、掃除などの家事援助を提供。 

３ 年間実績 

・利用実績なし 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

フ）障害者訪問入浴サービ

ス事業 

（市受託事業） 

障がい者に対して、入浴

車で自宅を訪問し、ベッド

サイドの入浴サービスを提

供しました。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協訪問入浴春りんどう 

   ・開所日 毎週月～土曜日（祝祭日営業） 

２ 内  容 

肢体不自由等により自宅の浴室では入浴が困難な方に、組立式簡易浴 

槽を使用し、健康管理、入浴サービスを提供した。 

３ 年間実績 

・利用回数（月間）１４０回（１１．６回） 

・利用者実人数（月平均）１．６人 

・実績額（目標比較）１，７５０，０００円（７２．９２％） 

 

ヘ）障害者移動支援事業 

（市受託事業） 

障がい者に対して、日常

生活上で必要な外出時の移

動を支援しました。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

   ・開所日 通年無休営業 

２ 内  容 

屋外移動が困難な方に、障がい者（児）の外出等で、移乗動作等の身 

体介護を伴わない場合の同行支援を提供した。 

３ 年間実績 

   ・利用回数（月間）１１０回（９．１回） 

・利用者実人数（月平均）２．２人 

・実績額（目標比較）５２３，１００円（６９．７５％） 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（１３） 

産
後
家
事
支
援
事
業 

ホ）産後家事支援事業 

（市受託事業） 

 

出産後の体調不良等によ

り家事や育児が困難な方へ

母親や乳児の身の回りの世

話や育児を支援しました。 

１ 事業所名  

阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

   ・開所日 通年無休営業 

２ 内  容 

産後１年未満の産婦で、産後の体調不良等や子育てに不安がある方 

に、ホームヘルパーが買い物や家事支援、授乳や沐浴の介護支援を提供。 

３ 年間実績 

・利用実績なし 

 

（１３-２） 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
支
援
事
業 

ラ）スクールバス乗降支援

事業 

（市受託事業） 

身体的な理由から登下校

に問題を抱える児童生徒に

対するスクールバスの乗降

における支援を行っていま

す。 

１ 事業所名 

   阿蘇市社協ヘルパーステーションあそ 

・開所日 通年無休営業 

２ 内  容 

スクールバスの乗降における介助や、車いす、その他器具等の積み下 

ろしの支援を提供した。 

３ 年間実績 

・利用回数（月間）延べ８７（７．２）回 

   ・実績額 ２２１，８５０円 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 法人運営事業 

推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

（１４） 

適
正
な
法
人
の
運
営
と
職
員
の
資
質
向
上 

マ）役員会、評議員会の開 

催 

本会の運営と経営を確実

に且つ適正に、また、効果

的に推進するために必要な

予算・決算、事業計画・事

業報告等を審議・決定する

会議等を開催しました。 

１ 定款に基づき次の会議等を開催・実施 

（１）理事会の開催 

第１回理事会 令和５年６月９日（金）阿蘇保健福祉センター 

次の第１号議案から第７号議案を原案どおり承認 

第１号議案 令和４年度補正予算（第３次）について 

第２号議案 令和４年度事業報告について 

第３号議案 令和４年度収支決算について（監査報告） 

第４号議案 令和５年度補正予算（第１次）について 

第５号議案 定款の一部改正について 

第６号議案 役員候補者の推薦について 

第７号議案 令和５年度定時評議員会の招集について 

第２回理事会 令和５年７月６日（木）阿蘇保健福祉センター 

次の第１号議案から第５号議案を原案どおり承認 

第１号議案 会長の選任について 

第２号議案 副会長の選任について 

第３号議案 業務執行理事の選任について 

第４号議案 評議員の解任提案及び評議員候補者の推薦について 

第５号議案 評議員選任・解任委員会の招集について 

   第３回理事会 令和５年１０月２７日（金）阿蘇保健福祉センター 

    次の第１号議案から第３号議案を原案どおり承認 

    第１号議案 令和５年度事業中間報告について 

    第２号議案 令和５年度予算執行状況について 

    第３号議案 令和５年度第２回評議員会について 

   第４回理事会 令和６年３月８日（金）阿蘇保健福祉センター 

次の第１号議案から第９号議案を原案どおり承認 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

      第 1号議案 令和 5年度補正予算（第 2次）について 

    第 2号議案 令和 6年度事業計画案について 

    第 3号議案 令和 6年度収支予算案について 

    第 4号議案 給与等支給規程の改正及び給料表の改定について 

    第 5号議案 準職員就業規則に関する給料表の改定について 

第 6号議案 嘱託職員等就業規則の改正について 

    第 7号議案 非常勤ヘルパー就業規則の廃止について 

    第 8号議案 事務局長の人事について 

    第 9号議案 令和 5年度第 3回評議員会の招集について 

（２）評議員会の開催 

定時評議員会 令和５年６月２３日（金）阿蘇保健福祉センター 

次の第１号議案から第６号議案を原案どおり承認 

第１号議案 令和４年度補正予算（第３次）について 

第２号議案 令和４年度事業報告について 

第３号議案 令和４年度収支決算について（監査報告） 

第４号議案 令和５年度補正予算（第１次）について 

第５号議案 定款の一部改正について 

第６号議案 役員候補者の推薦について 

   第２回評議員会 令和５年１１月７日（火）阿蘇保健福祉センター 

次の第１号議案から第２号議案を原案どおり承認 

第 1号議案 令和 5年度事業中間報告について 

    第 2号議案 令和 5年度予算執行状況について 

第３回評議員会 令和６年３月１８日（月）阿蘇保健福祉センター 

    第 1号議案 令和 5年度補正予算（第 2次）について 

    第 2号議案 令和 6年度事業計画案について 

    第 3号議案 令和 6年度収支予算案について 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  第 4号議案 給与等支給規程の改正及び給料表の改定について 

   第 5号議案 準職員就業規則に関する給料表の改定について 

第 6号議案 嘱託職員等就業規則の改正について 

   第 7号議案 非常勤ヘルパー就業規則の廃止について 

（３）評議員選任・解任委員会の開催 

評議員選任・解任委員会 ７月１０日（月）阿蘇保健福祉センター 

次の第１号議案から第２号議案を原案どおり承認 

第１号議案 評議員の解任について 

第２号議案 評議員候補者の専任について 

 

ミ）地域貢献事業 地域の福祉サービスの充

実と、支援体制の構築に努

めます。 

１ 阿蘇市内の社会福祉法人連絡会設立準備 

コロナウイルス感染症の状況を見計らいながら、会議を予定していた 

が、未開催 

ム）職員研修会 社会人、組織人として基

本的な資質や、多様化・高

度化する福祉課題に的確に

対応できる専門的な資質の

向上を促し、業務遂行能力

の高い職員の育成に努めま

した。 

１ 県社協福祉人材・研修センター主催研修の受講 

２ 日赤熊本県支部阿蘇市地区主催研修会の受講 

救急員養成講習 全職員の中から６名受講 

         基礎講習、養成講習の３日間 

３ 安全運転講習会 

安全運転管理者による９月職員全体研修会にて実施 

４ 職員自己啓発研修会 

   ４月２０日 各課の目標、令和５年度事業計画説明、休暇等説明 

   ５月１８日 やまびこネットワーク事業の報告 

   ６月１５日 人権同和問題（部落差別） 

   ７月２０日 令和４年度収支決算報告、広報活動の啓発 

   ８月１７日 新任理事及び評議員研修、役職員との懇談会 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

 

  ９月２１日 交通安全講習会・防火研修会 

１０月１９日 メンタルヘルス研修 

   １１月１６日 PC業務に於けるデータ整理術等について 

   １２月２１日 ライフプラン研修会 

５ その他  

（１）県社協主催 市町村社協新任職員研修   ２名 

市町村社協会計担当者研修会 １名 

          

メ）資格取得支援制度 業務遂行に必要な資格や

専門性の高い資格の取得を

奨励・支援しています。 

また、資格取得により質

の高いサービスを提供でき

る職員の育成を図り、本会

や本会職員に対する市民か

らの高い信頼・信用の獲得

を目指しました。 

１ 受講料等の費用負担及による取得支援 

（１）主任介護支援専門員更新研修  １名 

（２）社会福祉法人会計実務講座   １名 

（３）社会福祉主事資格認定通信課程 ２名 

（４）同行援護従事者養成研修    ５名 

２ 職務専念の義務免除による取得支援 

（１）主任介護支援専門員更新研修  ８日間 

（２）社会福祉法人会計実務講座   ４日間 

（３）社会福祉主事資格認定通信課程 ５日間 

 

モ）印紙等売りさばき事

業 

 

自主財源を確保するた

め、収入印紙・収入証紙の

売りさばき事業を受託して

います。 

１ 収入印紙の販売（郵便事業株式会社から受託） 

２ 収入証紙の販売（熊本県から受託） 

※収入実績 ６，３１８，８８９円 前年度比較 約３００％ 

 

 



推進 

項目 
事業名 事業概要 事業実績 

ヤ）社協会員増強 地域福祉事業の財源を確

保するため、会費の増強に

努めました。 

１ 一般会員 ６，１６１戸  金額 ３，０８０，５００円 

２ 賛助会員    ２５戸  金額    ２５，０００円 

３ 特別会員     ０戸  金額         ０円 

合計 ３，１０５，５００円 

※前年比 約９４％ 

４ 役職員、市内の企業等 

（１）理事・監事・評議員 

賛助会員   ３名  金額    ３，０００円 

特別会員  １３名  金額   ３７，０００円 

合計    ４０，０００円 

（２）社協職員 

一般会員   ０名  金額        ０円 

賛助会員  ６８名  金額   ７０，０００円 

特別会員   ５名  金額   １７，０００円 

合計    ８７，０００円 

（３）企業等 

賛助会員  １２件  金額   １１，６７０円 

特別会員  ８８件  金額  ４８１，２４０円 

合計   ４９２，９１０円 

（４）訪問件数 １２３件（令和４度納入実績があった法人を優先） 

目標額 ８００，０００円に対し、達成率 約７７％  

（１５） 

事
務
支
援 

ユ）阿蘇市シルバー人材

センターの事務支援 

法人運営の事務支援を行

いました。 

１ 法人運営の支援 

（１）法人運営等の事務支援 

（２）会計、経理の事務支援 

（３）事務所の貸与 

 

 



５ 公共施設の受託管理事業 

推進 

項目 
事業名 事業目的 事業概要 

（１６） 

施
設
の
管
理 

ヨ）市施設の受託管理事業 

  

本会が入居している市施設

等を受託事業として管理運営

を行いました。 

１ 阿蘇保健福祉センター 

２ 一の宮高齢者・温泉センター  

 


